
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト 

／ 

阿
蘇
長
陽
大
橋

「
新
た
な
空
気
み
な
ぎ
る
九
州
旅 

阿
蘇
・

高
千
穂
」
で
訪
れ
た
、
阿
蘇
長
陽
大
橋
を

イ
ラ
ス
ト
と
し
て
描
い
た
も
の
で
す
。
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▲ 阿蘇のカルデラ
約27万年前から9万年前の間に起った４回に渡る巨大火砕流噴火によ
り誕生した大きな窪地。カルデラ内に人々が生活をしていることは世
界的にも珍しく、世界最大級のカルデラと表現されている。

　「平成30年大阪府北部地震」「平成30年７月豪雨（西日本
豪雨）」「平成30年台風第21号」「平成30年北海道胆振東部地
震」により亡くなられた皆さまのご冥福を心からお祈り申
し上げますとともに、被害に遭われた皆さまにお見舞いを
申し上げます。
　また一日も早い復興をお祈り申し上げます。

謹んで地震災害、豪雨災害のお見舞いを申し上げます

［研究・教育の現場から］

　
２
０
１
８
年
は
、
全
国
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
だ
っ
た
。
７

月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
死
者
が
２
０
０

人
に
も
の
ぼ
る
甚
大
な
被
害
を
記
録
。
夏

は
連
日
猛
暑
に
襲
わ
れ
、
気
象
庁
は
「
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
災
害
レ
ベ
ル
の
暑
さ
」

と
異
例
の
緊
急
会
見
を
行
っ
た
。
さ
ら
に

９
月
４
日
に
は
台
風
21
号
の
上
陸
で
関
西

国
際
空
港
が
閉
鎖
し
、
そ
の
２
日
後
に
は

最
大
震
度
７
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が

発
生
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
だ
。

　

そ
ん
な
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
な
か
、

着
実
に
震
災
復
興
に
向
け
て
歩
ん
で
い
る

の
が
熊
本
県
だ
。
２
０
１
６
年
４
月
に
起

き
た
熊
本
地
震
で
は
、
最
大
震
度
７
を
２

回
記
録
し
、
死
者
２
１
１
人
（
災
害
関
連

死
含
む
）、
重
・
軽
傷
者 

２
７
０
０
人
以

上
に
の
ぼ
っ
た
。
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
阿
蘇
エ
リ
ア
で
は
、
数
々
の
幹
線
道
路

や
橋
梁
が
被
災
。
熊
本
方
面
と
南
阿
蘇
を

結
ぶ
ル
ー
ト
が
通
行
不
能
と
な
り
、
陸
の

孤
島
と
化
し
た
。
そ
れ
か
ら
2
0
1
6
年

12
月
24
日
、
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の
開

通
、
２
０
１
７
年
８
月
27
日
、
長
陽
大
橋

ル
ー
ト
の
開
通
と
復
旧
が
進
み
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
２

０
１
８
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
阿
蘇
市

民
復
興
ま
つ
り
」
で
は
、
２
０
０
０
発
の

打
ち
上
げ
花
火
を
は
じ
め
、
４
０
０
ｍ
に

も
お
よ
ぶ
露
店
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
盛
大
に
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
だ
。

　

阿
蘇
と
い
え
ば
、
世
界
有
数
の
巨
大
カ

ル
デ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
壮
大
な
自
然
が

広
が
る
エ
リ
ア
。
足
を
延
ば
せ
ば
、
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
高

千
穂
に
も
行
け
る
。
ぜ
ひ
、
復
興
の
様
子

を
自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
。
み
な
さ
ん

の
幸
せ
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
大
自
然

か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、
よ

り
よ
い
新
年
を
迎
え
よ
う
。
そ
ん
な
想
い

を
胸
に
抱
き
、
深
ま
る
秋
の
夜
長
に
旅
の

計
画
を
立
て
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　
２
０
１
８
年
は
、
全
国
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
だ
っ
た
。
７

月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
死
者
が
２
０
０

人
に
も
の
ぼ
る
甚
大
な
被
害
を
記
録
。
夏

は
連
日
猛
暑
に
襲
わ
れ
、
気
象
庁
は
「
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
災
害
レ
ベ
ル
の
暑
さ
」

と
異
例
の
緊
急
会
見
を
行
っ
た
。
さ
ら
に

９
月
４
日
に
は
台
風
21
号
の
上
陸
で
関
西

国
際
空
港
が
閉
鎖
し
、
そ
の
２
日
後
に
は

最
大
震
度
７
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が

発
生
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
だ
。

　

そ
ん
な
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
な
か
、

着
実
に
震
災
復
興
に
向
け
て
歩
ん
で
い
る

の
が
熊
本
県
だ
。
２
０
１
６
年
４
月
に
起

き
た
熊
本
地
震
で
は
、
最
大
震
度
７
を
２

回
記
録
し
、
死
者
２
１
１
人
（
災
害
関
連

死
含
む
）、
重
・
軽
傷
者 

２
７
０
０
人
以

上
に
の
ぼ
っ
た
。
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
阿
蘇
エ
リ
ア
で
は
、
数
々
の
幹
線
道
路

や
橋
梁
が
被
災
。
熊
本
方
面
と
南
阿
蘇
を

結
ぶ
ル
ー
ト
が
通
行
不
能
と
な
り
、
陸
の

孤
島
と
化
し
た
。
そ
れ
か
ら
2
0
1
6
年

12
月
24
日
、
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の
開

通
、
２
０
１
７
年
８
月
27
日
、
長
陽
大
橋

ル
ー
ト
の
開
通
と
復
旧
が
進
み
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
２

０
１
８
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
阿
蘇
市

民
復
興
ま
つ
り
」
で
は
、
２
０
０
０
発
の

打
ち
上
げ
花
火
を
は
じ
め
、
４
０
０
ｍ
に

も
お
よ
ぶ
露
店
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
盛
大
に
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
だ
。

　

阿
蘇
と
い
え
ば
、
世
界
有
数
の
巨
大
カ

ル
デ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
壮
大
な
自
然
が

広
が
る
エ
リ
ア
。
足
を
延
ば
せ
ば
、
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
高

千
穂
に
も
行
け
る
。
ぜ
ひ
、
復
興
の
様
子

を
自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
。
み
な
さ
ん

の
幸
せ
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
大
自
然

か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、
よ

り
よ
い
新
年
を
迎
え
よ
う
。
そ
ん
な
想
い

を
胸
に
抱
き
、
深
ま
る
秋
の
夜
長
に
旅
の

計
画
を
立
て
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

新
た
な
空
気
み
な
ぎ
る
九
州
旅

阿
蘇
・
 

高
千
穂
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▶ 

立
野
地
区
周
辺
の
国
道
57
・
３
２
５
号
復
旧
工
事

阿
蘇
観
光
の
玄
関
口
で
あ
る

立
野
地
区
が
甚
大
な
被
害
に

　

熊
本
県
東
部
に
位
置
す
る
阿
蘇
は
、
数

十
万
年
以
上
続
く
阿
蘇
山
の
火
山
活
動
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
雄
大
な
自
然
美
が
広
が

る
エ
リ
ア
。な
か
で
も
カ
ル
デ
ラ
は
、東
西

約
18
㎞
、南
北
約
25
㎞
、面
積
は
３
８
０
㎢

に
も
お
よ
び
、
世
界
最
大
級
の
規
模
を
誇

る
。外
輪
山
に
囲
ま
れ
、ほ
ぼ
中
央
に
は
阿

蘇
五
岳
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
火
口
丘
群

が
あ
り
、Ｕ
字
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を

描
い
て
い
る
。

　

こ
の
地
に
は
、
数
々
の
神
話
が
伝
わ
る
。

も
と
も
と
湖
だ
っ
た
カ
ル
デ
ラ
は
、
阿
蘇

の
開
拓
の
神
で
あ
る
健
磐
龍
命
が
外
輪
山

を
蹴
破
り
、
人
々
の
住
む
村
を
切
り
開
い

た
。そ
の
と
き
に
尻
も
ち
を
つ
い
て「
立
て

ぬ
」と
言
っ
た
地
域
は「
立
野
」、山
が
二
重

に
連
な
り
蹴
破
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

地
域
は
「
二
重
峠
」
と
名
付
け
ら
れ

た
そ
う
だ
。

　
神
話
の
舞
台
に
も
な
っ
た
立
野
地

区
は
、
阿
蘇
五
岳
の
北
側
を
通
る
国

道
57
号
と
、
南
側
へ
と
向
か
う
国
道

３
２
５
号
の
分
岐
点
に
あ
り
、
九
州

や
熊
本
か
ら
阿
蘇
へ
訪
れ
る
観
光
客

の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。熊
本
地
震
で
は
、こ
の
立
野
地

区
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
き
、

国
道
３
２
５
号
の
阿
蘇
大
橋
が
落
橋
。

国
道
・Ｊ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
電
気
・

水
道
・
通
信
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
も
す

べ
て
土
砂
に
の
み
こ
ま
れ
た
。

　
こ
の
重
要
な
ル
ー
ト
を
一
日
も

早
く
復
旧
す
る
た
め
、
大
規
模
災
害

復
興
法
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
が

復
旧
事
業
を
地
震
翌
月
の
５
月
か

ら
代
行
。国
道
３
２
５
号
の
代
替
路

と
し
て
村
道
・
栃
の
木
〜
立
野
線

（
長
陽
大
橋
ル
ー
ト
）
の
復
旧
が
い

ち
早
く
着
手
さ
れ
た
。さ
ら
に
２
０

１
７
年
４
月
に
は
熊
本
復
興
事
務
所
が
設

置
さ
れ
、復
興
を
加
速
さ
せ
た
。

阿
蘇
長
陽
大
橋
の
復
旧
で

住
民
と
観
光
客
が
戻
っ
て
き
た

　

熊
本
空
港
か
ら
車
で
30
分
。国
道
57
号 

を
右
折
し
村
道
を
進
ん
で
い
く
と
阿
蘇
長

陽
大
橋
に
た
ど
り
着
い
た
。早
速
、
熊
本
復

興
事
務
所
の
担
当
者
に
当
時
の
話
を
聞
い

た
。難
工
事
で
、
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
い

う
。村
道
の
被
害
は
大
き
く
、
崩
落
し
た
斜

た
け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

と
ち         

き

た
て 

の

ふ
た 

え
の
と
う
げ

面
の
補
強
、道
路
の
切
り
回
し
、橋
梁
の
補

修
な
ど
の
工
事
を
同
時
期
に
施
工
す
る
た

め
、
工
程
調
整
は
至
難
の
業
。大
型
重
機
を

置
く
と
車
両
が
通
れ
な
く
な
り
、
資
機
材

の
搬
入
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。さ
ら
に
山

の
天
気
は
変
わ
り
や
す
く
、
気
象
条
件
も

厳
し
い
。冬
は
山
形
や
秋
田
の
平
地
と
同
じ

く
ら
い
気
温
が
下
が
り
、夏
は
猛
暑
や
夕
立
。

そ
し
て
、立
野
火
口
瀬
に
吹
く
強
風
に
よ
り
、

工
事
を
中
断
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
施
工
条
件
が
厳
し
い
な
か
、

各
建
設
会
社
が
毎
日
工
程
会
議
を
行
い
、

お
互
い
に
譲
り
合
い
な
が
ら
連
携
。予
定

通
り
２
０
１
７
年
の
夏
に
開
通
で
き
た
の

は
、復
旧
に
携
わ
る
方
々
の「
早
く
元
の
生

活
を
取
り
戻
し
た
い
」「
阿
蘇
の
観
光
に
繋

げ
た
い
」
と
い
う
熱
い
想
い
が
起
こ
し
た

奇
跡
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
２
０
１
７
年
８
月
27
日
の
開
通
式
に
は
、

村
外
に
避
難
し
た
小
・
中
学
生
を
乗
せ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
先
頭
に
通
り
は
じ
め
が

行
わ
れ
、沿
道
で
地
域
の
人
た
ち
が
笑
顔
で

出
迎
え
た
。こ
の
日
以
降
、
立
野
地
区
の
長

期
避
難
が
解
除
さ
れ
て
住
民
が
戻
り
は
じ

め
、観
光
客
数
も
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
。

国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
の
建
設

　

国
道
３
２
５
号
に
並
行
す
る
村
道
は
開

通
し
た
も
の
の
、道
幅
が
狭
く
、急
カ
ー
ブ

が
あ
り
、
大
型
車
両
同
士
の
離
合
が
困
難

な
個
所
も
あ
る
。南
阿
蘇
の
復
興
の
た
め

に
は
、
国
道
３
２
５
号
の
復
旧
が
不
可
欠

で
、
地
震
で
落
橋
し
た
阿
蘇
大
橋
の
新
し

い
橋
の
早
期
完
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

２
０
２
０
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て
、

険
し
く
深
い
谷
に
橋
長
３
４
５
ｍ
、
最
大

支
間
長
１
６
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
を
架
設
す
る
大
変
な
作

業
。取
材
の
日
は
、基
礎
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
。台
車
に
乗
っ
て
谷
底
に
運
ば
れ

る
ダ
ン
プ
が
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
工
事
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

◀ 阿蘇長陽大橋
　PC4径間連続ラーメン箱桁橋、橋長276.0m。地震発生から1年4ヵ月
後の2017年8月に応急復旧工事が終わり、この橋を含む約3㎞の長陽
大橋ルートが開通。熊本市方面と南阿蘇との1時間以上の迂回が解消
された。写真奥は阿蘇大橋の架替工事。
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▲ 阿蘇大橋完成予想イメージ
　熊本地震による斜面崩壊で落橋した阿蘇大橋の下流約600mの箇所に、新しい阿蘇大橋を建設中。
PC3径間連続ラーメン箱桁橋、橋長345.0m。

▲  インクライン設備
移動台車（黄色）、奥の対岸斜面にはレールも見
える。

（※）インクライン＝斜面にレールを敷き、動力で台車を動かして船や貨物を運ぶ装置。

阿
蘇
観
光
の
玄
関
口
で
あ
る

立
野
地
区
が
甚
大
な
被
害
に

　

熊
本
県
東
部
に
位
置
す
る
阿
蘇
は
、
数

十
万
年
以
上
続
く
阿
蘇
山
の
火
山
活
動
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
雄
大
な
自
然
美
が
広
が

る
エ
リ
ア
。な
か
で
も
カ
ル
デ
ラ
は
、東
西

約
18
㎞
、南
北
約
25
㎞
、面
積
は
３
８
０
㎢

に
も
お
よ
び
、
世
界
最
大
級
の
規
模
を
誇

る
。外
輪
山
に
囲
ま
れ
、ほ
ぼ
中
央
に
は
阿

蘇
五
岳
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
火
口
丘
群

が
あ
り
、Ｕ
字
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を

描
い
て
い
る
。

　

こ
の
地
に
は
、
数
々
の
神
話
が
伝
わ
る
。

も
と
も
と
湖
だ
っ
た
カ
ル
デ
ラ
は
、
阿
蘇

の
開
拓
の
神
で
あ
る
健
磐
龍
命
が
外
輪
山

を
蹴
破
り
、
人
々
の
住
む
村
を
切
り
開
い

た
。そ
の
と
き
に
尻
も
ち
を
つ
い
て「
立
て

ぬ
」と
言
っ
た
地
域
は「
立
野
」、山
が
二
重

に
連
な
り
蹴
破
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

地
域
は「
二
重
峠
」と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う

だ
。

　
神
話
の
舞
台
に
も
な
っ
た
立
野
地
区
は
、

阿
蘇
五
岳
の
北
側
を
通
る
国
道
57
号
と
、南

側
へ
と
向
か
う
国
道
３
２
５
号
の
分
岐
点

に
あ
り
、九
州
や
熊
本
か
ら
阿
蘇
へ
訪
れ
る

観
光
客
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。熊
本
地
震
で
は
、
こ
の
立
野
地
区

で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
き
、国
道
３
２

５
号
の
阿
蘇
大
橋
が
落
橋
。国
道
・Ｊ
Ｒ
だ

け
で
な
く
、
電
気
・
水
道
・
通
信
の
生
活
イ

ン
フ
ラ
も
す
べ
て
土
砂
に
の
み
こ
ま
れ
た
。

　
こ
の
重
要
な
ル
ー
ト
を
一
日
も
早
く
復

旧
す
る
た
め
、大
規
模
災
害
復
興
法
に
基
づ

き
、
国
土
交
通
省
が
復
旧
事
業
を
地
震
翌

月
の
５
月
か
ら
代
行
。国
道
３
２
５
号
の
代

替
路
と
し
て
村
道
・
栃
の
木
〜
立
野
線（
長

陽
大
橋
ル
ー
ト
）の
復
旧
が
い
ち
早
く
着
手

さ
れ
た
。さ
ら
に
２
０
１
７
年
４
月
に
は
熊

本
復
興
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
復
興
を
加

速
さ
せ
た
。

阿
蘇
長
陽
大
橋
の
復
旧
で

住
民
と
観
光
客
が
戻
っ
て
き
た

　

熊
本
空
港
か
ら
車
で
30
分
。国
道
57
号 

を
右
折
し
村
道
を
進
ん
で
い
く
と
阿
蘇
長

陽
大
橋
に
た
ど
り
着
い
た
。早
速
、
熊
本
復

興
事
務
所
の
担
当
者
に
当
時
の
話
を
聞
い

た
。難
工
事
で
、
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
い

う
。村
道
の
被
害
は
大
き
く
、
崩
落
し
た
斜

面
の
補
強
、道
路
の
切
り
回
し
、橋
梁
の
補

修
な
ど
の
工
事
を
同
時
期
に
施
工
す
る
た

め
、
工
程
調
整
は
至
難
の
業
。大
型
重
機
を

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

阿蘇大橋の採用技術

◆ 超大型移動作業車による片持架設工法：橋梁部の構築では、片持架設工法によっ
て移動作業車を使用して橋脚からブロック単位で張り出していきますが、ここでは
移動作業車を大型化し、張り出しブロックを大きくすることでコンクリートの打設回
数を減じて、橋梁の施工日数を短縮していく予定です。

◆ ACSセルフクライミングシステム工法：橋脚の施工には、コンクリート打設のため
の型枠とその作業の足場が一体化され、油圧ジャッキでクライミングするシステム
を採用する計画です。これは、組立作業の軽減による施工日数の短縮を目的にして
います。

◆ インクライン（※）架設工法：厳しい地形条件（急斜面）のため、一度に60ｔもの量を運
べる移動台車を採用しています。ここでは国内最大規模の台車を使用しています。

置
く
と
車
両
が
通
れ
な
く
な
り
、
資
機
材

の
搬
入
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。さ
ら
に
山

の
天
気
は
変
わ
り
や
す
く
、
気
象
条
件
も

厳
し
い
。冬
は
山
形
や
秋
田
の
平
地
と
同
じ

く
ら
い
気
温
が
下
が
り
、夏
は
猛
暑
や
夕
立
。

そ
し
て
、立
野
火
口
瀬
に
吹
く
強
風
に
よ
り
、

工
事
を
中
断
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
施
工
条
件
が
厳
し
い
な
か
、

各
建
設
会
社
が
毎
日
工
程
会
議
を
行
い
、

お
互
い
に
譲
り
合
い
な
が
ら
連
携
。予
定

通
り
２
０
１
７
年
の
夏
に
開
通
で
き
た
の

は
、復
旧
に
携
わ
る
方
々
の「
早
く
元
の
生

活
を
取
り
戻
し
た
い
」「
阿
蘇
の
観
光
に
繋

げ
た
い
」
と
い
う
熱
い
想
い
が
起
こ
し
た

奇
跡
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
２
０
１
７
年
８
月
27
日
の
開
通
式
に
は
、

村
外
に
避
難
し
た
小
・
中
学
生
を
乗
せ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
先
頭
に
通
り
は
じ
め
が

行
わ
れ
、沿
道
で
地
域
の
人
た
ち
が
笑
顔
で

出
迎
え
た
。こ
の
日
以
降
、
立
野
地
区
の
長

期
避
難
が
解
除
さ
れ
て
住
民
が
戻
り
は
じ

め
、観
光
客
数
も
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
。

国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
の
建
設

　

国
道
３
２
５
号
に
並
行
す
る
村
道
は
開

通
し
た
も
の
の
、道
幅
が
狭
く
、急
カ
ー
ブ

が
あ
り
、
大
型
車
両
同
士
の
離
合
が
困
難

な
個
所
も
あ
る
。南
阿
蘇
の
復
興
の
た
め

に
は
、
国
道
３
２
５
号
の
復
旧
が
不
可
欠

で
、
地
震
で
落
橋
し
た
阿
蘇
大
橋
の
新
し

い
橋
の
早
期
完
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

２
０
２
０
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て
、

険
し
く
深
い
谷
に
橋
長
３
４
５
ｍ
、
最
大

支
間
長
１
６
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
を
架
設
す
る
大
変
な
作

業
。取
材
の
日
は
、基
礎
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
。台
車
に
乗
っ
て
谷
底
に
運
ば
れ

る
ダ
ン
プ
が
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
工
事
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
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ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
爽
快
に
走
り

阿
蘇
五
岳
を
望
む
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
へ

　

北
外
輪
山
を
周
回
す
る
県
道
３
３
９

号
・
45
号
は
、
牧
場
か
ら
牛
乳
を
出
荷
す

る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
通
る
こ
と
か
ら
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
。広
大
な

牧
草
地
を
駆
け
抜
け
る
道
路
は
、
信
号
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
な
だ
ら
か
な
カ
ー
ブ
や

直
線
が
続
く
。爽
快
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

ん
で
い
る
と
阿
蘇
名
産
の
あ
か
牛
や
馬
を

発
見
。「
牛
が
い
た
。こ
っ
ち
に
も
！
」と
何

度
も
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
有
名
な
の
は
最
高
峰
の
大
観
峰
。展

望
台
か
ら
は
根
子
岳
、高
岳
、中
岳
、烏
帽

子
岳
、
杵
島
岳
が
連
な
る
阿
蘇
五
岳
を
真

正
面
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
形

は
、
お
釈
迦
様
が
寝
て
い
る
姿
に
似
て
い

る
た
め
、
阿
蘇
涅
槃
像
と
呼
ば
れ
て
い
る

そ
う
。こ
の
日
は
晴
天
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
全
国
か
ら
ラ
イ
ダ
ー
や
観
光
客
が
多

く
訪
れ
て
い
た
。こ
の
壮
大
な
阿
蘇
の
風

景
を
目
に
し
た
瞬
間
、
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
、
日
常
の
些
細
な
悩
み
は
吹
き
飛

ぶ
よ
う
だ
っ
た
。

　

大
観
峰
か
ら
大
分
方
面
に
向
か
っ
て
約

30
分
。少
し
寄
り
道
を
し
て
、ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
か
ら
日
本
の
道
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い

る
絶
景
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
・
や
ま
な
み
ハ

イ
ウ
ェ
イ（
県
道
11
号
）に
進
み
、
九
重
連

山
を
見
渡
せ
る
瀬
の
本
高
原
で
ラ
ン
チ
に

し
た
。オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ　

ア
・
マ
・
フ
ァ

ソ
ン
は
、『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
熊
本
・
大

分
２
０
１
８
特
別
版
』
に
掲
載
さ
れ
た
宿

泊
施
設
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
。震
災
か
ら

半
年
間
は
休
館
し
た
が
、
そ
の
後
は
通
常

営
業
。絶
景
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
み
な
が

ら
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
や
旬
の
食
材
を

使
っ
た
極
上
フ
レ
ン
チ
を
提
供
す
る
。運

ば
れ
て
く
る
料
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
を

愉
し
ま
せ
、
口
の
中
で
優
し
い
美
味
し
さ

が
広
が
っ
て
い
く
。波
打
つ
ス
ス
キ
野
原

に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た

り
と
至
福
の
時
を
過
ご
し
た
。

白
川
水
源
で
自
然
の
神
秘
を
体
感

水
の
郷
な
ら
で
は
の
駅
名
を
見
つ
け
る

　

ラ
ン
チ
の
後
は
、
再
び
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

に
も
ど
り
、う
ぶ
や
ま
牧
場
を
通
り
、高
原

に
放
牧
さ
れ
た
牛
や
馬
を
見
な
が
ら
車
を

走
ら
せ
て
い
た
ら
、
屋
根
の
あ
る
珍
し
い

木
橋
を
発
見
し
た
。

　

阿
蘇
望
橋
は
、
地
元
で
あ
る
波
野
村

（
現
・
阿
蘇
市
）の
方
々
か
ら
の
公
募
に
よ

り
命
名
さ
れ
た
も
の
。県
内
外
の
多
く
の

人
に
阿
蘇
の
自
然
と
人
情
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に「
遊
ぼ
う
」と
、
こ
こ
か
ら

阿
蘇
山
を「
遠
望
す
る
」と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。国
内
初
の
屋
根
付
の
道

路
橋
で
あ
り
、
映
画
『
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の

橋
』
に
出
て
く
る
木
橋
に
似
て
い
る
と
話

題
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
こ
か
ら
１
時
間
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
て

白
川
水
源
に
着
い
た
。白
川
水
源
は
、熊
本

市
内
の
中
央
を
流
れ
る
一
級
河
川
・
白
川

の
水
源
地
の
ひ
と
つ
。南
阿
蘇
は
名
水
の

郷
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

最
も
有
名
な
湧
水
ス
ポ
ッ
ト
だ
。毎
分
60

ｔ
、
大
地
か
ら
絶
え
間
な
く
湧
き
上
が
る

水
は
驚
く
ほ
ど
透
明
で
勢
い
が
あ
り
、
そ

の
水
音
は
木
々
の
中
で
心
地
よ
く
鳴
り
響

く
。30
分
ほ
ど
散
策
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
た
っ
ぷ
り
と
浴
び
、
心
と
体
が
十
分

に
癒
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
白
川
水
源
の
近
く
に
は
、
日

本
一
長
い
駅
名
で
知
ら
れ
る
南
阿
蘇
鉄
道

「
南
阿
蘇
水
の
生
ま
れ
る
里
白
水
高
原
駅
」

が
あ
る
。震
災
の
影
響
で
一
部
区
間
は
運

休
し
て
い
る
が
、
今
年
か
ら
全
線
復
旧
に

向
け
た
工
事
が
始
ま
っ
た
そ
う
。こ
の
駅

舎
や
ホ
ー
ム
が
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
田

園
風
景
を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
走
る
日
も
そ

う
遠
く
は
な
い
は
ず
だ
。

も
く
も
く
と
噴
煙
を
上
げ
る
中
岳

大
地
の
力
強
さ
を
肌
で
感
じ
て

　

１
日
目
の
最
後
は
、
阿
蘇
を
代
表
す
る

景
勝
地
の
草
千
里
ヶ
浜
へ
。烏
帽
子
岳
を

背
景
に
広
が
る
草
原
地
帯
は
、
中
央
の
池

と
織
り
な
す
自
然
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美

し
い
。澄
ん
だ
風
を
全
身
で
浴
び
な
が
ら
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
草
原
や
山
々
の
景
色
を

眺
め
、自
由
気
ま
ま
に
散
策
し
た
。草
を
は

む
馬
た
ち
の
様
子
が
微
笑
ま
し
い
。

　

烏
帽
子
岳
の
東
の
方
角
に
は
、
白
い
噴

煙
を
上
げ
る
中
岳
が
見
え
た
。山
頂
付
近

ま
で
車
で
向
か
い
、
第
一
火
口
ま
で
歩
い

て
い
く
と
硫
黄
の
匂
い
が
立
ち
込
め
、
あ

た
り
に
は
避
難
用
シ
ェ
ル
タ
ー
が
点
在
し

て
い
た
。火
口
か
ら
白
い
煙
が
絶
え
ず
上

が
っ
て
い
る
風
景
は
、
怖
さ
よ
り
も
力
強

い
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。強
風

が
吹
い
て
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
湯
だ

ま
り（
火
口
湖
）が
露
わ
に
な
る
瞬
間
を
待

ち
、カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

▲ オーベルジュ　ア・マ・ファソン
　オードブルとスープ、パン・カフェに、メインディッシュとデ
ザートを選べるランチコースで素晴らしい料理と壮大な景
色が五感を楽しませてくれる。

▲ 阿蘇望橋
　屋根付き木造ラチストラス橋。橋長41.6ｍ、幅員7.0ｍ。構造
部材は主に地元産のスギを使用。特に強度を要する下弦材等
には鋼材、上弦材・斜材・床板には集成材を使用したハイブ
リッド橋。屋根は木材の劣化を防ぎ、耐久性を高めるために
取り付けられた。

▲ 草千里ヶ浜
　阿蘇五岳のひとつである烏帽子岳の中腹にある約78万㎢の
草原地帯。約２万7000年前の火口跡で中央にある池は雨水が
溜まってできたもの。乗馬体験もできる人気の観光スポット。

ね　

こ　

だ
け

た
か
だ
け

え　

ぼ

し　
だ
け

き　
し
ま　
だ
け

ね　

は
ん 

ぞ
う

あ　

 

そ  

ぼ
う  

ば
し
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ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
爽
快
に
走
り

阿
蘇
五
岳
を
望
む
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
へ

　

北
外
輪
山
を
周
回
す
る
県
道
３
３
９

号
・
45
号
は
、
牧
場
か
ら
牛
乳
を
出
荷
す

る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
通
る
こ
と
か
ら
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
。広
大
な

牧
草
地
を
駆
け
抜
け
る
道
路
は
、
信
号
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
な
だ
ら
か
な
カ
ー
ブ
や

直
線
が
続
く
。爽
快
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

ん
で
い
る
と
阿
蘇
名
産
の
あ
か
牛
や
馬
を

発
見
。「
牛
が
い
た
。こ
っ
ち
に
も
！
」と
何

度
も
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
有
名
な
の
は
最
高
峰
の
大
観
峰
。展

望
台
か
ら
は
根
子
岳
、高
岳
、中
岳
、烏
帽

子
岳
、
杵
島
岳
が
連
な
る
阿
蘇
五
岳
を
真

正
面
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
形

は
、
お
釈
迦
様
が
寝
て
い
る
姿
に
似
て
い

る
た
め
、
阿
蘇
涅
槃
像
と
呼
ば
れ
て
い
る

そ
う
。こ
の
日
は
晴
天
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
全
国
か
ら
ラ
イ
ダ
ー
や
観
光
客
が
多

く
訪
れ
て
い
た
。こ
の
壮
大
な
阿
蘇
の
風

景
を
目
に
し
た
瞬
間
、
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
、
日
常
の
些
細
な
悩
み
は
吹
き
飛

ぶ
よ
う
だ
っ
た
。

　

大
観
峰
か
ら
大
分
方
面
に
向
か
っ
て
約

30
分
。少
し
寄
り
道
を
し
て
、ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
か
ら
日
本
の
道
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い

る
絶
景
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
・
や
ま
な
み
ハ

イ
ウ
ェ
イ（
県
道
11
号
）に
進
み
、
九
重
連

山
を
見
渡
せ
る
瀬
の
本
高
原
で
ラ
ン
チ
に

し
た
。オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ　

ア
・
マ
・
フ
ァ

ソ
ン
は
、『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
熊
本
・
大

分
２
０
１
８
特
別
版
』
に
掲
載
さ
れ
た
宿

泊
施
設
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
。震
災
か
ら

半
年
間
は
休
館
し
た
が
、
そ
の
後
は
通
常

営
業
。絶
景
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
み
な
が

ら
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
や
旬
の
食
材
を

使
っ
た
極
上
フ
レ
ン
チ
を
提
供
す
る
。運

ば
れ
て
く
る
料
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
を

愉
し
ま
せ
、
口
の
中
で
優
し
い
美
味
し
さ

が
広
が
っ
て
い
く
。波
打
つ
ス
ス
キ
野
原

に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た

り
と
至
福
の
時
を
過
ご
し
た
。

白
川
水
源
で
自
然
の
神
秘
を
体
感

水
の
郷
な
ら
で
は
の
駅
名
を
見
つ
け
る

　

ラ
ン
チ
の
後
は
、
再
び
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

に
も
ど
り
、う
ぶ
や
ま
牧
場
を
通
り
、高
原

に
放
牧
さ
れ
た
牛
や
馬
を
見
な
が
ら
車
を

走
ら
せ
て
い
た
ら
、
屋
根
の
あ
る
珍
し
い

木
橋
を
発
見
し
た
。

　

阿
蘇
望
橋
は
、
地
元
で
あ
る
波
野
村

（
現
・
阿
蘇
市
）の
方
々
か
ら
の
公
募
に
よ

り
命
名
さ
れ
た
も
の
。県
内
外
の
多
く
の

人
に
阿
蘇
の
自
然
と
人
情
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に「
遊
ぼ
う
」と
、
こ
こ
か
ら

阿
蘇
山
を「
遠
望
す
る
」と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。国
内
初
の
屋
根
付
の
道

路
橋
で
あ
り
、
映
画
『
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の

橋
』
に
出
て
く
る
木
橋
に
似
て
い
る
と
話

題
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
こ
か
ら
１
時
間
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
て

白
川
水
源
に
着
い
た
。白
川
水
源
は
、熊
本

市
内
の
中
央
を
流
れ
る
一
級
河
川
・
白
川

の
水
源
地
の
ひ
と
つ
。南
阿
蘇
は
名
水
の

郷
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

最
も
有
名
な
湧
水
ス
ポ
ッ
ト
だ
。毎
分
60

ｔ
、
大
地
か
ら
絶
え
間
な
く
湧
き
上
が
る

水
は
驚
く
ほ
ど
透
明
で
勢
い
が
あ
り
、
そ

の
水
音
は
木
々
の
中
で
心
地
よ
く
鳴
り
響

く
。30
分
ほ
ど
散
策
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
た
っ
ぷ
り
と
浴
び
、
心
と
体
が
十
分

に
癒
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
白
川
水
源
の
近
く
に
は
、
日

本
一
長
い
駅
名
で
知
ら
れ
る
南
阿
蘇
鉄
道

「
南
阿
蘇
水
の
生
ま
れ
る
里
白
水
高
原
駅
」

が
あ
る
。震
災
の
影
響
で
一
部
区
間
は
運

休
し
て
い
る
が
、
今
年
か
ら
全
線
復
旧
に

向
け
た
工
事
が
始
ま
っ
た
そ
う
。こ
の
駅

舎
や
ホ
ー
ム
が
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
田

園
風
景
を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
走
る
日
も
そ

う
遠
く
は
な
い
は
ず
だ
。

も
く
も
く
と
噴
煙
を
上
げ
る
中
岳

大
地
の
力
強
さ
を
肌
で
感
じ
て

　

１
日
目
の
最
後
は
、
阿
蘇
を
代
表
す
る

景
勝
地
の
草
千
里
ヶ
浜
へ
。烏
帽
子
岳
を

背
景
に
広
が
る
草
原
地
帯
は
、
中
央
の
池

と
織
り
な
す
自
然
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美

し
い
。澄
ん
だ
風
を
全
身
で
浴
び
な
が
ら
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
草
原
や
山
々
の
景
色
を

眺
め
、自
由
気
ま
ま
に
散
策
し
た
。草
を
は

む
馬
た
ち
の
様
子
が
微
笑
ま
し
い
。

　

烏
帽
子
岳
の
東
の
方
角
に
は
、
白
い
噴

煙
を
上
げ
る
中
岳
が
見
え
た
。山
頂
付
近

ま
で
車
で
向
か
い
、
第
一
火
口
ま
で
歩
い

て
い
く
と
硫
黄
の
匂
い
が
立
ち
込
め
、
あ

た
り
に
は
避
難
用
シ
ェ
ル
タ
ー
が
点
在
し

て
い
た
。火
口
か
ら
白
い
煙
が
絶
え
ず
上

が
っ
て
い
る
風
景
は
、
怖
さ
よ
り
も
力
強

い
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。強
風

が
吹
い
て
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
湯
だ

ま
り（
火
口
湖
）が
露
わ
に
な
る
瞬
間
を
待

ち
、カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

▲ 白川水源
白川水源は周辺の水源とともに、南阿蘇村湧水群として環境省の「平成の名
水百選」に選定。また、南阿蘇村は国土交通省による「水の郷百選」の「水の
生まれる里」にも選ばれている。

▲ 南阿蘇水の生まれる里白水高原駅
トロッコ列車「ゆうすげ号」を運行する南阿蘇鉄道。震災で全線運休となっ
たが高森駅から中松駅間（7.1㎞）は運転を再開し、のどかな田園風景を走
る観光列車として人気を集める。

▲ 中岳第一火口
中岳に７つある火口のうち、現在も活動を続けているのが第一火口。噴煙を
上げる姿を間近で見学できるのは世界的にも珍しく、迫力ある景観や大地
の息吹を実感できる。
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天
孫
降
臨
の
地
・
高
千
穂
で

神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
聖
地
を
巡
る

　

２
日
目
は
宮
崎
県
の
最
北
端
・
高
千
穂

へ
と
向
か
う
。南
阿
蘇
を
８
時
に
出
発
し
て

国
道
３
２
５
号
の
山
道
を
通
り
、県
境
に
は

９
時
前
に
到
着
。山
々
と
棚
田
の
間
に
は
雲

海
が
広
が
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
て
い
た
。ち
な
み
に
雲
海
の
名
所
と
い
え

ば
標
高
５
１
３
ｍ
の
国
見
ケ
丘
。天
照
大
御

神
の
孫
・
建
盤
竜
命
が
九
州
統
州
の
際
に

国
見
を
し
た
伝
説
の
丘
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
高
千
穂
は
、
神
様
が
初
め

て
地
上
に
降
り
立
っ
た
天
孫
降
臨
の
地
と

し
て
、
数
多
く
の
伝
説
や
神
話
が
残
る
国

内
有
数
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ッ
ト
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は「
天
岩
戸
神
話
」の
舞
台

へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　

天
岩
戸
神
社
は
、
天
照
大
御
神
が
隠
れ

た
と
さ
れ
る
天
岩
戸（
大
洞
窟
）を
御
神
体

と
す
る
神
社
。門
前
町
に
近
く
観
光
客
で

賑
わ
う
西
本
宮
と
岩
戸
川
を
挟
ん
だ
対
面

に
そ
び
え
る
東
本
宮
、
そ
こ
か
ら
５
０
０

ｍ
ほ
ど
川
上
に
行
く
と
天
岩
戸
が
あ
る
。

　

神
話
に
は
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。太
陽
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
が
弟
の

須
佐
之
男
命
の
悪
行
に
耐
え
か
ね
て
洞
窟

に
隠
れ
た
た
め
、
世
の
中
は
闇
に
閉
ざ
さ

れ
て
し
ま
う
。こ
れ
に
困
っ
た
八
百
万
の

神
々
は
、
洞
窟
の
目
の
前
に
広
が
る
天
安

河
原
に
集
ま
っ
た
。知
恵
を
絞
っ
て
い
る

う
ち
に
宴
会
が
始
ま
り
、
み
ん
な
で
大
笑

い
。楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
が
気
に
な

り
、岩
戸
を
開
い
た
と
こ
ろ
、世
界
に
光
が

戻
っ
た
そ
う
だ
。

　

渓
谷
の
中
に
突
然
現
れ
る
大
洞
窟
と
鳥

居
は
、
背
筋
が
ピ
ン
と
張
る
よ
う
な
神
聖

な
空
気
が
漂
う
。け
れ
ど
も
木
漏
れ
日
が

差
し
込
ん
だ
瞬
間
、
神
話
の
宴
会
を
思
い

出
し
、
神
様
た
ち
が
こ
の
地
の
復
興
を
喜

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

高
千
穂
峡
で
神
秘
的
な
パ
ワ
ー
や

観
光
地
と
し
て
の
活
気
を
実
感

　

天
岩
戸
神
社
の
近
く
に
、
眺
め
の
い
い

P
C
橋
が
あ
る
と
聞
き
、立
ち
寄
っ
て
み
た
。

県
道
７
号
を
大
分
方
面
へ
５
キ
ロ
ほ
ど

行
っ
た
場
所
に
あ
る
上
岩
戸
大
橋
は
、
岩

戸
川
の
水
面
か
ら
１
２
２
m
の
高
さ
。祖
母

傾
山
系
の
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ
の
中
を
真
っ

す
ぐ
伸
び
る
白
い
フ
ォ
ル
ム
は
、遠
く
か
ら

で
も
す
ぐ
に
発
見
で
き
た
。以
前
は
谷
を

歩
い
て
上
岩
戸
小
学
校
ま
で
通
っ
て
い
た

が
、２
０
０
８
年
に
橋
が
で
き
て
か
ら
は
通

学
が
楽
に
な
っ
た
そ
う
だ
。と
は
い
え
、
橋

か
ら
下
を
覗
い
て
み
る
と
怖
く
て
足
が
す

く
ん
で
し
ま
う
。

　

旅
の
最
後
に
訪
れ
た
の
は
高
千
穂
峡
。

天
岩
戸
神
社
か
ら
は
県
道
７
号
・
２
０
３

号
を
経
由
し
て
約
20
分
。高
千
穂
大
橋
近

く
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
五
ヶ
瀬
川
沿

い
の
遊
歩
道
へ
と
歩
い
て
行
っ
た
。

　

高
千
穂
峡
は
、
阿
蘇
の
火
山
活
動
で
噴

出
し
た
火
砕
流
が
冷
え
固
ま
り
、
浸
食
さ

れ
た
断
崖
が
そ
そ
り
立
つ
渓
谷
。東
西
約
７

㎞
に
渡
り
、六
角
形
の
鉛
筆
を
ず
ら
っ
と
並

べ
た
よ
う
な
柱
状
節
理
の
美
し
い
地
形
が

続
く
。50
〜
１
０
０
ｍ
も
の
高
さ
の
断
崖
を

間
近
に
見
る
と
、そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

な
か
で
も
見
ど
こ
ろ
は
、高
千
穂
三
段
橋

だ
。渓
谷
の
中
間
地
点
で
後
ろ
を
振
り
向

く
と
年
代
や
素
材
の
異
な
る
３
つ
の
ア
ー

チ
橋
が
見
え
た
。戦
後
間
も
な
く
架
け
ら

れ
た
神
橋
、
高
度
成
長
期
を
支
え
た
高
千

穂
大
橋
、一
番
新
し
い
神
都
高
千
穂
大
橋
は

平
成
に
入
っ
た
２
０
０
３
年
に
開
通
し
、地

域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。こ
の
風
景
に
は
、
半
世
紀
以
上
に
渡
る

▲ 天岩戸神社　西本宮
天岩戸（大洞窟）を御神体としているため、社殿には本殿がなく拝
殿のみの造り。その隣にそびえる御神木の招霊(おがたま)の木は、
神話の中で天照大神を呼び出すために舞を踊った天鈿女命（あめ
のうづめのみこと）が手にした木の枝と伝えられている。

◀ 天安河原
八百万の神々が神議をしたという神話「天岩戸伝説」の舞台となっ
た場所。間口40ｍ・奥行30ｍの大洞窟の中には鳥居があり、神聖
な雰囲気を醸し出す。

地
域
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
20
分
以
上
歩
い
た
せ
い
か
、
初

冬
に
も
関
わ
ら
ず
体
は
汗
ば
み
、
足
も
疲

れ
て
き
た
。緩
や
か
な
登
り
は
、思
っ
た
以

上
に
き
つ
い
。弱
音
を
吐
き
な
が
ら
緩
や

か
な
カ
ー
ブ
を
抜
け
た
瞬
間
、
目
の
前
の

視
界
が
開
け
、一
本
の
滝
が
見
え
た
。こ
れ

が
有
名
な
真
名
井
の
滝
だ
。澄
ん
だ
水
が

陽
射
し
を
う
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
川
面
へ
と
流
れ
落

ち
る
風
景
は
、
ま
る
で
水
神
と
い
わ
れ
る

白
蛇
が
川
へ
と
戻
っ
て
い
く
よ
う
。こ
の

世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
、
神
秘
的
な
美

し
さ
に
見
惚
れ
て
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
た
。

　

真
名
井
の
滝
は
、
ボ
ー
ト
遊
覧
が
人
気
。

あ
ま
て
ら
す
お
お
み

か
み

た
て
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

て
ん
そ
ん
こ
う
り
ん

あ
ま
の
い
わ
と

す　

さ　

の
を
の
み
こ
と

あ
ま
の
や
す

が  

わ
ら

そ　
ぼ

か
た
む
き
や
ま

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
順
番
を
待

ち
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん
で
か
ら
力
い
っ

ぱ
い
オ
ー
ル
を
漕
い
で
み
た
。思
っ
た
よ

う
に
進
ま
ず
、苦
戦
す
る
ば
か
り
。そ
れ
で

も
川
面
の
グ
リ
ー
ン
が
と
て
も
深
く
、
目

の
前
に
迫
る
岩
盤
は
迫
力
満
点
！
水
し
ぶ

き
が
か
か
り
そ
う
な
ほ
ど
近
く
か
ら
滝
を

見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
今
ま
で
と
違
っ

た
絶
景
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

上
流
へ
と
足
を
進
め
る
と
真
名
井
の
滝

の
水
源
と
な
る
お
の
こ
ろ
池
、
久
太
郎
水

神
社
や
土
産
店
・
食
事
処
が
軒
を
連
ね
、

国
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

た
。こ
の
地
に
観
光
客
が
戻
っ
て
き
た
こ

と
を
実
感
し
、
じ
わ
じ
わ
と
嬉
し
さ
が
こ

み
上
げ
て
き
た
。

　

今
回
の
旅
で
は
、
神
が
宿
る
里
と
し
て

有
名
な
阿
蘇
と
高
千
穂
を
巡
っ
た
。自
然

が
育
ん
だ
カ
ル
デ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
美

し
い
風
景
、
今
も
火
山
活
動
が
活
発
な
阿

蘇
の
火
口
付
近
、
清
ら
か
な
水
が
勢
い
よ

く
湧
き
出
て
流
れ
る
白
川
水
源
や
高
千
穂

峡
な
ど
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
自
然
の
パ

ワ
ー
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て

一
番
に
感
じ
た
の
は
、
地
元
の
方
々
の
復

興
に
対
す
る
熱
い
想
い
だ
。困
難
に
直
面

し
た
と
き
も
常
に
前
向
き
に
、
一
歩
一
歩

前
進
し
て
い
き
た
い
。も
っ
と
強
い
自
分

に
な
り
、
新
年
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
心
に
誓
っ
た
。

▼ 上岩戸大橋
岩戸川に架かる、地域のランドマーク的存在な橋。
ＰＣ４径間連続ラーメン箱桁橋、橋長410ｍ。
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天
孫
降
臨
の
地
・
高
千
穂
で

神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
聖
地
を
巡
る

　

２
日
目
は
宮
崎
県
の
最
北
端
・
高
千
穂

へ
と
向
か
う
。南
阿
蘇
を
８
時
に
出
発
し
て

国
道
３
２
５
号
の
山
道
を
通
り
、県
境
に
は

９
時
前
に
到
着
。山
々
と
棚
田
の
間
に
は
雲

海
が
広
が
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
て
い
た
。ち
な
み
に
雲
海
の
名
所
と
い
え

ば
標
高
５
１
３
ｍ
の
国
見
ケ
丘
。天
照
大
御

神
の
孫
・
建
盤
竜
命
が
九
州
統
州
の
際
に

国
見
を
し
た
伝
説
の
丘
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
高
千
穂
は
、
神
様
が
初
め

て
地
上
に
降
り
立
っ
た
天
孫
降
臨
の
地
と

し
て
、
数
多
く
の
伝
説
や
神
話
が
残
る
国

内
有
数
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ッ
ト
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は「
天
岩
戸
神
話
」の
舞
台

へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　

天
岩
戸
神
社
は
、
天
照
大
御
神
が
隠
れ

た
と
さ
れ
る
天
岩
戸（
大
洞
窟
）を
御
神
体

と
す
る
神
社
。門
前
町
に
近
く
観
光
客
で

賑
わ
う
西
本
宮
と
岩
戸
川
を
挟
ん
だ
対
面

に
そ
び
え
る
東
本
宮
、
そ
こ
か
ら
５
０
０

ｍ
ほ
ど
川
上
に
行
く
と
天
岩
戸
が
あ
る
。

　

神
話
に
は
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。太
陽
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
が
弟
の

須
佐
之
男
命
の
悪
行
に
耐
え
か
ね
て
洞
窟

に
隠
れ
た
た
め
、
世
の
中
は
闇
に
閉
ざ
さ

れ
て
し
ま
う
。こ
れ
に
困
っ
た
八
百
万
の

神
々
は
、
洞
窟
の
目
の
前
に
広
が
る
天
安

河
原
に
集
ま
っ
た
。知
恵
を
絞
っ
て
い
る

う
ち
に
宴
会
が
始
ま
り
、
み
ん
な
で
大
笑

い
。楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
が
気
に
な

り
、岩
戸
を
開
い
た
と
こ
ろ
、世
界
に
光
が

戻
っ
た
そ
う
だ
。

　

渓
谷
の
中
に
突
然
現
れ
る
大
洞
窟
と
鳥

居
は
、
背
筋
が
ピ
ン
と
張
る
よ
う
な
神
聖

な
空
気
が
漂
う
。け
れ
ど
も
木
漏
れ
日
が

差
し
込
ん
だ
瞬
間
、
神
話
の
宴
会
を
思
い

出
し
、
神
様
た
ち
が
こ
の
地
の
復
興
を
喜

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

高
千
穂
峡
で
神
秘
的
な
パ
ワ
ー
や

観
光
地
と
し
て
の
活
気
を
実
感

　

天
岩
戸
神
社
の
近
く
に
、
眺
め
の
い
い

P
C
橋
が
あ
る
と
聞
き
、立
ち
寄
っ
て
み
た
。

県
道
７
号
を
大
分
方
面
へ
５
キ
ロ
ほ
ど

行
っ
た
場
所
に
あ
る
上
岩
戸
大
橋
は
、
岩

戸
川
の
水
面
か
ら
１
２
２
m
の
高
さ
。祖
母

傾
山
系
の
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ
の
中
を
真
っ

す
ぐ
伸
び
る
白
い
フ
ォ
ル
ム
は
、遠
く
か
ら

で
も
す
ぐ
に
発
見
で
き
た
。以
前
は
谷
を

歩
い
て
上
岩
戸
小
学
校
ま
で
通
っ
て
い
た

が
、２
０
０
８
年
に
橋
が
で
き
て
か
ら
は
通

学
が
楽
に
な
っ
た
そ
う
だ
。と
は
い
え
、
橋

か
ら
下
を
覗
い
て
み
る
と
怖
く
て
足
が
す

く
ん
で
し
ま
う
。

　

旅
の
最
後
に
訪
れ
た
の
は
高
千
穂
峡
。

天
岩
戸
神
社
か
ら
は
県
道
７
号
・
２
０
３

号
を
経
由
し
て
約
20
分
。高
千
穂
大
橋
近

く
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
五
ヶ
瀬
川
沿

い
の
遊
歩
道
へ
と
歩
い
て
行
っ
た
。

　

高
千
穂
峡
は
、
阿
蘇
の
火
山
活
動
で
噴

出
し
た
火
砕
流
が
冷
え
固
ま
り
、
浸
食
さ

れ
た
断
崖
が
そ
そ
り
立
つ
渓
谷
。東
西
約
７

㎞
に
渡
り
、六
角
形
の
鉛
筆
を
ず
ら
っ
と
並

べ
た
よ
う
な
柱
状
節
理
の
美
し
い
地
形
が

続
く
。50
〜
１
０
０
ｍ
も
の
高
さ
の
断
崖
を

間
近
に
見
る
と
、そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

な
か
で
も
見
ど
こ
ろ
は
、高
千
穂
三
段
橋

だ
。渓
谷
の
中
間
地
点
で
後
ろ
を
振
り
向

く
と
年
代
や
素
材
の
異
な
る
３
つ
の
ア
ー

チ
橋
が
見
え
た
。戦
後
間
も
な
く
架
け
ら

れ
た
神
橋
、
高
度
成
長
期
を
支
え
た
高
千

穂
大
橋
、一
番
新
し
い
神
都
高
千
穂
大
橋
は

平
成
に
入
っ
た
２
０
０
３
年
に
開
通
し
、地

域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。こ
の
風
景
に
は
、
半
世
紀
以
上
に
渡
る

地
域
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
20
分
以
上
歩
い
た
せ
い
か
、
初

冬
に
も
関
わ
ら
ず
体
は
汗
ば
み
、
足
も
疲

れ
て
き
た
。緩
や
か
な
登
り
は
、思
っ
た
以

上
に
き
つ
い
。弱
音
を
吐
き
な
が
ら
緩
や

か
な
カ
ー
ブ
を
抜
け
た
瞬
間
、
目
の
前
の

視
界
が
開
け
、一
本
の
滝
が
見
え
た
。こ
れ

が
有
名
な
真
名
井
の
滝
だ
。澄
ん
だ
水
が

陽
射
し
を
う
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
川
面
へ
と
流
れ
落

ち
る
風
景
は
、
ま
る
で
水
神
と
い
わ
れ
る

白
蛇
が
川
へ
と
戻
っ
て
い
く
よ
う
。こ
の

世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
、
神
秘
的
な
美

し
さ
に
見
惚
れ
て
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
た
。

　

真
名
井
の
滝
は
、
ボ
ー
ト
遊
覧
が
人
気
。

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
つ
り

ま   

な　

い

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
順
番
を
待

ち
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん
で
か
ら
力
い
っ

ぱ
い
オ
ー
ル
を
漕
い
で
み
た
。思
っ
た
よ

う
に
進
ま
ず
、苦
戦
す
る
ば
か
り
。そ
れ
で

も
川
面
の
グ
リ
ー
ン
が
と
て
も
深
く
、
目

の
前
に
迫
る
岩
盤
は
迫
力
満
点
！
水
し
ぶ

き
が
か
か
り
そ
う
な
ほ
ど
近
く
か
ら
滝
を

見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
今
ま
で
と
違
っ

た
絶
景
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

上
流
へ
と
足
を
進
め
る
と
真
名
井
の
滝

の
水
源
と
な
る
お
の
こ
ろ
池
、
久
太
郎
水

神
社
や
土
産
店
・
食
事
処
が
軒
を
連
ね
、

国
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

た
。こ
の
地
に
観
光
客
が
戻
っ
て
き
た
こ

と
を
実
感
し
、
じ
わ
じ
わ
と
嬉
し
さ
が
こ

み
上
げ
て
き
た
。

　

今
回
の
旅
で
は
、
神
が
宿
る
里
と
し
て

有
名
な
阿
蘇
と
高
千
穂
を
巡
っ
た
。自
然

が
育
ん
だ
カ
ル
デ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
美

し
い
風
景
、
今
も
火
山
活
動
が
活
発
な
阿

蘇
の
火
口
付
近
、
清
ら
か
な
水
が
勢
い
よ

く
湧
き
出
て
流
れ
る
白
川
水
源
や
高
千
穂

峡
な
ど
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
自
然
の
パ

ワ
ー
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て

一
番
に
感
じ
た
の
は
、
地
元
の
方
々
の
復

興
に
対
す
る
熱
い
想
い
だ
。困
難
に
直
面

し
た
と
き
も
常
に
前
向
き
に
、
一
歩
一
歩

前
進
し
て
い
き
た
い
。も
っ
と
強
い
自
分

に
な
り
、
新
年
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
心
に
誓
っ
た
。

▼ 高千穂峡の真名井の滝
高千穂峡の代名詞である滝の高さは約17ｍ。日本の滝百選にも選定されている。天
孫降臨の際、この地には水がなく、天村雲命（あめのむらくものみこと）が水種を移した
「天真名井」の水が滝となったと伝わる。

▲ 高千穂三段橋
１つの渓谷に3本のアーチ橋が架かる。手前の神橋はコンクリートアーチの上に石を
積んだ構造。真ん中の高千穂大橋は、1955年に竣工した鋼アーチ橋。約半世紀に渡
り幹線道路である国道218号を支えている橋。奥の神都高千穂大橋は2003年に竣
工したコンクリート長大橋。逆ランガーアーチ構造で橋長300ｍ、水面からの高さ約
115ｍ。
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復
興
事
務
所
と
復
旧
対
策
研
究
室

　

熊
本
地
震
の
翌
年
の
４
月
に
旧
南
阿
蘇
村

長
陽
庁
舎
に
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
復
興

事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
「
い
ま
、
こ
の
建
物
の
耐
震
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。地
震
で
ヒ
ビ
が
入
り
ま
し
た
の
で
。

早
く
に
着
手
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
道
路
の

復
旧
を
優
先
し
た
の
で
、
こ
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。」

　

辻
芳
樹
事
務
所
長
は
、
そ
う
笑
顔
で
語
り

な
が
ら
、
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。事
務

所
を
開
設
し
た
直
後
は
、
網
戸
が
な
く
、
空

調
も
効
か
ず
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い

る
と
虫
が
入
っ
て
き
て
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

同
じ
建
物
の
中
に
、
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所（
以
下
、国
総
研
）熊
本
地
震
復
旧
対

策
研
究
室
も
あ
る
。国
総
研
は
、
国
土
交
通

省
が
所
管
す
る
事
業
の
調
査
・
試
験
・
研
究
・

開
発
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ

た
社
会
資
本
整
備
に
関
す
る
唯
一
の
研
究
機

関
。茨
城
県
つ
く
ば
市
に
拠
点
を
構
え
て
い

る
が
、迅
速
な
復
旧
を
図
る
た
め
に
、は
じ
め

て
現
地
に
復
旧
対
策
研
究
室
が
設
け
ら
れ
た
。

　

星
隈
順
一
室
長
は
、「
復
興
事
務
所
と
両
輪

と
な
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
復
旧
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。当
研
究
室
の
役
割
の
ひ
と
つ

は
、
高
度
な
専
門
技
術
を
必
要
す
る
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
。現
場
で
の
技
術
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
は
じ
め
、
県
や
市
町
村
の
職
員
を

対
象
に
技
術
講
習
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。」
と
力
強
く
語
る
。阿
蘇

長
陽
大
橋
の
橋
脚
で
貫
通
ひ
び
割
れ
が
確
認

さ
れ
た
と
き
は
、
中
空
断
面
内
部
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
充
填
す
る
補
修
方
法
を
提
案
。施

工
後
に
橋
の
振
動
試
験
を
実
施
し
、
補
修
効

果
も
確
認
し
た
そ
う
だ
。

阿
蘇
長
陽
大
橋
の
開
通

　　

地
震
後
の
９
月
末
に
打
ち
出
し
た
阿
蘇
長

陽
大
橋
の
開
通
目
標
は
２
０
１
７
年
の
夏
。

約
一
年
後
の
小
中
学
校
の
新
学
期
に
は
間
に

合
わ
せ
た
い
と
い
う
想
い
で
取
り
組
ん
で
き

た
。「
工
事
が
輻
輳
し
施
工
条
件
が
厳
し
か
っ

た
が
、
工
事
の
遅
れ
を
み
ん
な
で
カ
バ
ー
し

合
っ
た
」
と
無
事
に
開
通
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
事
務
所
の
み
な
さ
ん
も
工
事
関

係
者
も
ホ
ッ
と
し
た
そ
う
だ
。な
お
復
興
事

務
所
で
は
阿
蘇
長
陽
大
橋
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、開
通
１
ヵ

月
前
に
は
作
業
ス
タ
ッ
フ
が
１
ヵ
月
間
に
の

ベ
９
０
０
０
人
。１
日
平
均
３
０
０
人
で
、

ピ
ー
ク
時
に
は
５
０
０
人
に
も
の
ぼ
っ
た
と

い
う
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
復
興
へ
の
想
い
に
つ
い
て

も
話
を
聞
い
た
。特
に
病
院
の
話
が
印
象
的

だ
っ
た
。村
内
唯
一
の
救
急
医
療
病
院
で
あ
る

阿
蘇
立
野
病
院
が
地
震
で
被
災
し
、
道
路
網

が
寸
断
さ
れ
、約
１
４
０
人
の
職
員
全
員
が
一

時
解
雇
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。村
道
の
開
通

に
よ
っ
て
病
院
再
開
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
。村
道
開
通
後
の
工
事
が
続
い
て
い

た
あ
る
日
、
熊
本
復
興
事
務
所
を
訪
れ
た
同

院
の
院
長
に
「
工
事
の
音
が
う
る
さ
く
申
し

訳
な
い
。」と
話
し
た
と
こ
ろ
、「
復
興
の
槌
音

な
の
で
い
い
で
す
よ
。騒
音
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。」と
の
返
事
が
あ
っ
た
。地
域
の
人
た
ち

の
熱
い
思
い
が
よ
く
わ
か
る
。

　

阿
蘇
山
頂
へ
通
じ
る
３
つ
の
登
山
道
も
み

な
開
通
し
た
２
０
１
８
年
８
月
、
阿
蘇
地
区

の
４
つ
の
道
の
駅
の
来
客
数
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
震
災
直
後
は
７
割
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
た
の
が
、
９
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
た
。

着
実
に
復
興
が
進
ん
で
い
る
。

復
旧
対
策
研
究
室
の
活
動

　

熊
本
地
震
復
旧
対
策
研
究
室
が
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
活
動
に
つ
い
て
も
話
を
聞
い
た
。

　
「
当
研
究
室
で
は
、復
旧
工
事
で
得
た
デ
ー

タ
の
分
析
を
基
に
、
他
の
橋
の
点
検
や
診
断

に
参
考
に
な
る
知
見
を
収
集
し
、
国
の
耐
震

設
計
基
準
へ
の
反
映
、
そ
し
て
耐
震
構
造
等

の
先
進
的
な
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。」
と

星
隈
室
長
。特
に
注
力
し
て
い
る
の
は
、
橋
梁

事
業
に
お
け
る
調
査
・
測
量
か
ら
設
計
、施
工
、

維
持
管
理
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
生
産
性
・
安
全
性
を
向
上
さ

せ
るi-Bridge

だ
。研
究
室
で
は
災
害
復
旧

を
対
象
と
し
て
Ｐ
Ｃ
建
協
と
も
共
同
開
発
を

進
め
て
お
り
、
補
修
し
た
橋
の
維
持
管
理
の

効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

南阿蘇の復旧・
復興事業について 国土技術政策総合研究所

熊本地震復旧対策研究室

星隈 順一 室長

九州地方整備局
熊本復興事務所

辻 芳樹 所長
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